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 本日は、

２０２０年度第１四半期決算概要、

並びに、２０２０年度業績見通しについて、ご説明申し上げます。
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 最初に決算発表のポイントです。

 ２０２０年度第１四半期実績は、

売上高は、事業ポートフォリオ改革による非連結化影響に加え、

コロナ影響により、減収、

 利益は、経営体質強化の取り組みは進捗しましたが、

減販影響が大きく、減益となりました。

 コロナ影響は、６月から売上高、利益とも改善しております。

 年間見通しは、

第２四半期以降、コロナ影響は緩やかに改善すると見込んでおりますが、

年間では減収減益となります。

 中期戦略の収益改善については、経営体質強化等を着実に推進、

加えて、コロナによる社会変化がもたらす事業機会に対し、

取り組みを強化してまいります。
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 それでは、

第１四半期の決算概要についてご説明します。
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 第１四半期の連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は、１兆３，９１９億円、

非連結化影響や、コロナ影響により、減収となりました。

 調整後営業利益は、減販損が大きく、減益、

 営業利益は、

一時的利益の計上により黒字を確保しましたが、減益、

 純利益も減益となりました。
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 こちらは、売上高の増減要因です。

 全体では、４，９９２億円、２６％の減収、

為替と非連結化影響を除くと、３，７０５億円、２１％の減収となりました。

 この内、コロナ影響による減収が、３，５００億円、

これは主に、オートモーティブ、アプライアンス、

アビオニクス事業を含むコネクティッドソリューションズなどの影響です。

 ただし、コロナ影響は、６月から改善してきており、

売上高は、前年同月と比べ、

４月と５月がそれぞれ７４％、７２％に対し、６月は９１％、

日本や中国を中心に、顕著な回復を示しております。
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 次に、営業利益の増減要因です。

 調整後営業利益は、

６８３億円の減益となりますが、

コロナ影響を除くと、１１７億円の増益となりました。

 中期戦略で掲げております収益改善の取り組みは、

着実に進捗しております。

 具体的には、固定費削減は、９０億円、

構造的赤字事業への対策は、８０億円の増益効果があり、

 また、車載事業は、８０億円の収益改善となりました。

 一方で、コロナ影響は８００億円の減益要因となり、

オートモーティブ、コネクティッドソリューションズ、

アプライアンスの割合が、大きくなっております。

 営業利益は、

一時的利益により黒字を確保、

ただし、全体では５２６億円の減益となりました。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりです。

詳細は、次のページでご説明します。
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 こちらは、セグメント別の増減要因です。

 売上高は、全セグメントで減収、

 調整後営業利益は、インダストリアルソリューションズは増益ですが、
他の４セグメントは減益となりました。

 アプライアンスは、
中国や日本など一部地域・商品は回復基調でしたが、減収減益、

 ライフソリューションズも、減収減益となりました。

 コネクティッドソリューションズは、
売上高は、航空機運航減少により、アビオニクスを中心に減収、
利益は、固定費削減を徹底いたしましたが、大きく減益となりました。

 オートモーティブは、
売上高は、車載機器での商品ポートフォリオの入れ替えを着実に進めましたが、
顧客の自動車生産台数減少により、大きく減収、
利益は、車載電池は北米工場の生産性向上等により前年並みを確保、
また車載機器で固定費を大幅に削減しましたが、減販損により、全体では減益、

 インダストリアルソリューションズは、
売上高は、情報通信インフラ向けの蓄電システム、コンデンサ等は拡大しましたが、
車載向けの減収が響き、全体では減収、
利益は、減販損を固定費削減や半導体の契約更改効果等でカバーし、増益となりました。

 この結果、全社では、
売上高は、為替や非連結化影響を除く実質ベースで２１％の減収、
調整後営業利益は、６８３億円の減益、

 営業利益は、その他損益の良化はありましたが、５２６億円の減益となりました。
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 次に、フリーキャッシュフローと資金の状況について、ご説明します。

 フリーキャッシュフローは、５４２億円のマイナスとなりました。

 営業キャッシュフローは、

コロナ影響による利益の減少や、

在庫の一時的増加といった短期的要因により、マイナスとなりましたが、

 投資キャッシュフローは、一時的収入等により、プラスとなりました。

 フリーキャッシュフロー全体ではマイナスですが、

６月は単月でプラスに回復しております。

 右側は資金の状況です。

 グロス資金は、１兆円を超える水準を確保しております。

加えて未使用のコミットメントライン契約もあり、

十分な流動性を維持しております。

 また、ネット資金は、

事業ポートフォリオ改革の推進により、

住宅事業関連のリース債務が連結対象外になったことから、

前年の同月より良化しております。
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 続いて、２０２０年度年間業績見通しについてご説明します。
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 連結業績見通しは、ご覧のとおりです。

 第２四半期以降、コロナ影響は緩やかに改善すると見込んでおりますが、

年間では減収減益の見通しです。

 売上高は、６兆５，０００億円で９，９０６億円の減収、

 為替と非連結化影響といった特殊要因を除けば、

４，９６３億円の減収となる見通しです。

 調整後営業利益は、２，２００億円、

営業利益は、１，５００億円、

純利益は、１，０００億円の見通しです。

 今年度は、コロナによる影響はありますが、

経営体質強化は、着実に推進してまいります。
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 まず、今回の年間見通しにおける、コロナ影響の前提をご説明いたします。

 売上高は、緩やかな改善を見込んでおりますが、

航空、住宅関連、自動車業界向け事業では、

下期も影響が残るという前提を置いています。

 詳細は、ご覧のとおりです。
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 次に、コロナによる利益面での影響をご説明します。

 利益へのマイナス影響は、

第２四半期、下期にかけて減少していくと見込んでおります。

 ご覧のとおり、第２四半期は第１四半期と比べて半減、

 下期は、一部の事業で影響が残りますが、

上期と比べて大きく減少し、前年下期と同水準になると見込んでおります。



Copyright (C) 2020 Panasonic Corporation All Rights Reserved.
13

 これらのコロナ影響の前提を踏まえ、

売上高の増減要因について、ご説明します。

 売上高全体では、９，９０６億円の減収となりますが、

為替と非連結化影響を除くと、４，９６３億円の減収となる見通しです。

 この内、コロナ影響は、

１９年度１，４００億円の減収に対して、

２０年度は６，５００億円の減収を織り込んでおり、

前年比では、差し引き５，１００億円が減収要因となります。
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 次に、営業利益の増減要因です。

 営業利益は、１，４３８億円の減益、

その内、調整後営業利益は、６６７億円の減益となる見通しです。

 コロナ影響除きでは、１９年度約３，２００億円の水準から、

５００億円強の収益改善に取り組みます。

 具体的には、

固定費削減、構造的赤字事業への対策に加え、

車載事業では、車載機器の開発効率化や、

車載電池の生産性向上・生産ロス削減を進めます。

 一方、コロナ影響は、

１９年度３００億円の減益に対して、

２０年度は１，５００億円の減益を織り込んでおり、

前年比では、差し引き１，２００億円の減益要因となります。

 その他損益は、

前年度の合弁会社化に伴う利益等１，２２６億円の反動もあり、

７７１億円の減益となる見通しです。

 ２０年度は、構造改革費用で５００億円を見込んでおります。
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 ここからは、セグメント別の年間見通しです。

詳細は次のページでご説明いたします。



Copyright (C) 2020 Panasonic Corporation All Rights Reserved.
16

 こちらは、セグメント別見通しの増減要因です。

 売上高は、コロナ影響等により全セグメントで減収、

 調整後営業利益は、
アプライアンスとインダストリアルソリューションズは増益、
またオートモーティブは前年並みの見通しですが、
コネクティッドソリューションズの減益幅が大きく、全体で減益の見通しです。

 アプライアンスは、売上高は減収、
利益は、空調や白物家電を中心に経営体質強化に取り組み、増益の見通しです。

 ライフソリューションズは、
一部堅調な事業もありますが、住宅関連事業等の減販影響により、減収減益

 コネクティッドソリューションズは、
アビオニクスの減販影響が大きく、減収減益、

 オートモーティブは、売上高は減収、
利益は、車載機器は固定費削減を進めますが減益、
車載電池は北米工場の生産性向上等により増益となり、全体で前年並みの見通しです。

 インダストリアルソリューションズは、
売上高は、情報通信インフラ向けの需要は好調ですが、車載向けの減販により減収、
利益は、半導体の構造改革効果等もあり増益となる見通しです。

 この結果、全社では、
売上高は、為替や非連結化影響を除く実質ベースで、４，９６３億円の減収、
調整後営業利益は、６６７億円の減益、

 営業利益は、前年度一時益の反動もあり、１，４３８億円の減益となる見通しです。
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 次に、２０２０年度のフリーキャッシュフローについて、ご説明します。

 第２四半期以降、利益の確保に加えて、

在庫水準の適正化、設備投資の絞り込み等を推進いたします。

 また、戦略的投資は、

事業ポートフォリオ改革等に伴う収入の範囲内で実行することで、

年間では、純利益水準以上のフリーキャッシュフローを目指してまいります。
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 続いて、事業ポートフォリオ改革の進捗について、

５月に開催した年間決算説明会以降の、主な変化点をご説明します。

 成長に向けた投資として、

この７月、現場プロセス事業で、

サプライチェーン・ソフトウェア大手のＢｌｕｅ Ｙｏｎｄｅｒ社への

戦略的投資を実行いたしました。

 また、ソーラー事業については、

昨年５月に中国のＧＳ－Ｓｏｌａｒ社と協業契約を締結いたしましたが、

本日、リリースで発表したとおり、その解消を決定いたしました。

 今後、様々な手段を検討し、早期の黒字化を目指してまいります。
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 最後に、２０２０年度の重点取り組みをまとめております。

 まず、中期戦略として掲げた経営体質強化、

車載事業の収益改善、事業ポートフォリオ改革を、

着実に推進してまいります。

 また、コロナについては、

事業リスクへの対策、事業機会への取り組みを実施してまいります。

 事業リスクに対しては、その状況に応じ、

固定費を中心としたコスト削減を進め、

また、構造的変化への対応を推進してまいります。

 一方、コロナによる社会変化がもたらす事業機会に対しては、

商品、サービスの開発や、増産投資を進めてまいります。

 ２０２０年度は、コロナ影響はありますが、

「低収益体質からの脱却」に向け、

このような取り組みを着実に進めてまいります。
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 ご説明は以上となります。

 ご清聴、ありがとうございました。
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